
が
半
島
を
巡
っ
て
連
な
り
、
泊
、
兜
海
岸
の
崖
の
中
腹
に

は
地
元
網
元
が
苦
労
を
乗
り
越
え
開
削
し
た
旧
道
も
残

る
。
１
９
９
６
（
平
成
8
）
年
2
月
に
発
生
し
た
余
市
町

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崖
崩
事
故
で
は
バ
ス
の
乗
客
ら
が
犠
牲
と

な
り
、
改
め
て
半
島
開
発
の
困
難
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ

た
。
同
年
11
月
、半
島
開
発
上
念
願
の
半
島
一
周
道
路（
国

道
２
２
９
号
）
が
長
大
ト
ン
ネ
ル
貫
通
で
開
通
し
、
大
幅

な
観
光
客
の
入
り
込
み
と
産
業
開
発
が
期
待
さ
れ
た
が
、

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
9
月
に
発
生
し
た
台
風
18
号
に

よ
り
、
強
風
と
高
潮
で
高
架
橋
が
流
さ
れ
、
再
び
不
通
と

な
っ
た
。こ
の
半
島
の
生
活
は
自
然
の
美
の
恩
恵
の
反
面
、

厳
し
さ
と
の
戦
い
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

積
丹
半
島
は
ニ
シ
ン
産
業
と
文
化
で
も
名
高
い
。
表
積

丹
と
呼
ば
れ
る
西
海
岸
（
余

市
、
美
国
側
）
は
小
樽
市
へ
つ

な
が
り
、
ニ
シ
ン
漁
の
機
械

化
や
、
海
上
の
船
同
士
で
ニ

シ
ン
を
買
う„
つ
ぶ
買
い
“
な

ど
に
よ
り
、
多
く
の
ニ
シ
ン

大
尽
と
文
化
が
育
っ
た
。
余

市
の
シ
リ
パ
岬
周
辺
の
海
岸

に
は
、
当
時
の
ニ
シ
ン
番
屋

が
多
数
残
っ
て
お
り
、
美
国

漁
港
裏
手
の
旧
漁
港
に
は
、

ニ
シ
ン
大
番
屋
と
ソ
ー
ラ
ン

節
発
祥
の
地
碑
が
あ
る
。

　

一
方
、
岩
内
漁
港
か
ら
茅

沼
、
泊
、
兜
、
盃
、
神
恵
内
、

高
価
な
袋
澗
は
銀
行
の
抵
当
に
な
る
な
ど
急
速
に
廃

れ
、
崩
壊
し
、
北
海
道
庁
に
よ
り
一
部
は
漁
港
に
改

修
さ
れ
た
。
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、
土
木
遺
産
と

し
て
の
学
会
評
価
も
高
く
、
今
後
、
ニ
シ
ン
村
整
備

な
ど
地
域
お
こ
し
の
適
材
と
し
て
、
間
知
石
練
り
積

み
の
堤
体
補
修
、
ユ
ン
ボ
な
ど
で
浚
渫
、
プ
ー
ル
や

ウ
ニ
養
殖
、
ア
ザ
ラ
シ
の
遊
び
場
な
ど
の
利
活
用
が

望
ま
れ
て
い
る
。

赤
石
、
川
白
、
沼
前
に
か
け
て
の
東
海
岸
（
裏
積
丹
）
は
、

一
周
道
路
の
未
開
通
で
産
業
の
発
達
が
遅
れ
た
が
、
そ
の

お
か
げ
で
自
然
が
保
存
さ
れ
、
奇
岩
と
崖
海
岸
、
積
丹
ブ

ル
ー
と
白
波
の
絶
景
地
で
、
そ
の
神
秘
性
が
人
気
を
集
め

て
い
る
。
現
在
、
こ
こ
に
は
多
数
の
近
代
的
な
渡
沢
橋
が

建
設
中
で
、
開
発
か
保
全
か
の
対
立
現
象
が
一
周
道
路
開

通
後
の
積
丹
半
島
に
も
遅
ま
き
な
が
ら
出
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
東
積
丹
観
光
で
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
神
威
岬
で

あ
る
。
こ
こ
は
海
岸
美
の
極
致
と
い
え
る
離
岸
独
立
巨
岩

か
ら
な
る
沈
降
海
岸
で
、そ
の
雄
々
し
い
美
し
さ
に
加
え
、

種
々
の
ア
イ
ヌ
伝
説
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
威
岬

は
、
江
差
、
松
前
地
方
の
ニ
シ
ン
隆
盛
時
（
明
治
時
代
）

に
歌
わ
れ
た
『
江
差
追
分
』
に
あ
る
「
忍
路
（
お
し
ょ
ろ
）、

高
島
お
よ
び
も
な
い
が
、
せ
め
て
歌
棄
、
磯
谷
ま
で
」
の

境
目
で
も
あ
り
、
女
人
禁
制
の
余
市
場
所
小
樽
市
側
ま
で

の
追
い
ニ
シ
ン
漁
で
、
そ
の
手
前
の
磯
谷
場
所
で
別
れ
の

悲
哀
を
歌
っ
た
歌
詞
と
し
て
古
く
か
ら
名
高
い
。

往時のニシン漁
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●お問い合わせ先
　積丹町商工観光課   　Tel. 0135-44-2111
　積丹観光協会　　　　 Tel. 0135-44-3715

木下の袋澗（神恵内村）


